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カリフラワー 

「三本柱」 

 

 

わたしも作ったよ！ 
○カリフラワー栽培について 

 

 

 ○園芸導入のメリット‥いろいろあります！ 

 

 

 

 

   

                                                 純白に育ったカリフラワー 

○カリフラワーの支援制度（市単）‥活用して‘‘取り組んでみませんか’’  

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

その他、二毛作体系確立を目指す「園芸振興モデル試験圃設置事業」（種苗費等上限 10 万円）があります。 

○カリフラワー作型について‥詳しいことはＪＡ・市等へ 

夏まき栽培（露地 10ａ当り）  品種：はくすい・バロック （○：は種、△：定植、■：収穫） 

カリフラワー  

露地栽培 

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

   
  

      

販売額 43 万円 経費 26 万円 所得：17 万円 労働時間 106 時間 ※労働経費は含まない 

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、様々な品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。

ご興味がある方は下記までお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】○ＪＡ北蒲みなみ 営農課（五十嵐・樋口） TEL62-2235 ○ＪＡ北蒲みなみ 営業店資材センター（本多）TEL62-2134

○ＪＡ北蒲みなみ 安田支店 （高山） TEL68-3622 ○ＪＡ北蒲みなみ 京ヶ瀬支店（狩谷・斉藤） TEL67-2121

○ＪＡささかみ 本所営農課（荒木・石山） TEL62-2410

○新発田農業普及指導センター（野菜） TEL0254-26-9156 （花・果樹）TEL0254-26-9155

○阿賀野市農林課農林振興係（直通） TEL61-2478
 

 園芸情報№２（H2７･６月号）   阿賀野市農業振興協議会 

                          

◆価格は比較的安定し、10ａ所得で 17 万円を目標とします。 

◆栽培方法はブロッコリーに準じ、初心者でも栽培可能です。 

◆転作田でも排水条件が良い圃場であれば栽培できます。 

◆栽培指導会等を開催し、技術面でのサポートもあります。 

◆支援制度があり取り組みやすい。 

 

           

 

阿賀野市農業振興協議会では、カリフラワーの栽培を推進して 3 年目となりました。 

今回は栽培が拡大している理由を紹介します。 

◆水田活用産地資金対象品目【水田のみ】 

 水田を活用した栽培に対して、50,000 円/10ａを補助します。 

 

◆園芸産地化支援事業【新設・南部予冷センター出荷】 

 カリフラワーの産地化を目指すため、取り組む農業者に対して、 

初期投資（種苗費・肥料費等）及び出荷資材費の 1/2 以内（上限 25,000 円/10ａ）を補助します。 

 

  ◆価格安定事業【南部予冷センター出荷】 

対象園芸作物の価格に著しい低落があった場合において、その生産者の経営に及ぼす影響を緩和す

るための補給金を交付します。 

 

育苗指導会 

技術面 支援面 

価格面 



 


